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 要 旨   
 ニューロテンシン受容体（NTS）は中枢神経系のニューロテンシン（NT）の生物学的機

能の多様性を制御する。NT とニューロテンシン受容体 1（NTS1）はエタノールの行動学

的影響に関与するが、ニューロテンシン受容体 2（NTS2）のエタノールの酔いや摂取への

機能的役割についてはよくわかっていない。本研究では、NTS2 ヌルマウスを用いてエタノ

ール摂取量と嗜好性を調べ、エタノールに対して NTS2 が調節に関与する行動学的影響に

ついて調べた。NTS2 ヌルマウスでエタノールによって誘導される運動、運動失調、催眠、

低体温及びエタノール摂取量と嗜好性への影響について調べた。また、脳透過性の NT アナ

ログである NT69L を用い、NTS2 の自発運動や運動失調、エタノール摂取量と嗜好への役

割を調べた。この結果、NTS2 ヌルマウスではエタノールによる急性催眠効果に対する感受

性が減少し、野生型の同腹と比べてエタノールをより摂取することがわかったが、運動や

運動失調、低体温への影響はほぼ同程度であった。4 日連続で NT69L を投与すると顕著に

アルコール摂取量と嗜好性が NTS2 ヌルマウス同様に野生型の同腹でも減少した。以上よ

り、NTS2 がエタノールによる催眠とエタノール摂取量を調節することが示唆された。 
 
 
 
 
 
 

 




